
 

 

２０１７年 8 月 3 日発行 会報第８９２号 

       今週のプログラム     

 （２０１７年８月３日 第８９２回例会） 

 

   卓 話：  「クルマ」 

 

担 当：  山本 雅之会員  

      次回のプログラム 

  （２０１７年８月１７日 第８９３回例会） 

 

 「社会奉仕・クラブ奉仕フォーラム」 

 

担当：社会奉仕委員長   野﨑 元子会員 

   クラブ奉仕委員長 木下 𠮷宏会員 

 

 第８９１回例会 （２０１７年７月２７日）の記録 

               ＜ 会長の時間 ＞ 

                              水本  徹会長        

「ロータリーの友」7 月号の中に「イルカの調教について」という新江ノ島水族館トレーナーの話

が載っており、我が家の愛犬への躾の参考にと読ませて頂きました。記事を要約しますと、「トレ

ーニングとはトレーナーが動物に対して（やってほしい行動）の頻度を増加させること、トレー

ナーが求める行動を動物が行ったら褒める。ひたすら褒めてさまざまな種目を教えていく（やっ

てはいけないこと）を教えることは出来ない。エサ（魚）はトレーナーが求めている行動を動物

が行った時に与えます。一見エサが欲しくて言うことを聞いているように思われますが、エサを

与えるだけでは動物は言う事を聞きません。トレーナーと一緒にいることが楽しくなければ 

ソッポを向かれます。改めて、我が家にはコーギー（メイ）・チワワ（ココ）そして今年家族に 

なりましたラブラドール（ハル）の 3 匹がおり、特にハルは 1.5 才で躾が入ってるとはいえ最も 

ヤンチャな時期に来ましたので、散歩の担当は基本私となり、毎朝 5 時過ぎから 30 分間、夜は 

夕食後 1 時間、雨の日も風の日も行っております。上記の記事を読んだ後、意識して褒めようと

しているのですが・・まだまだ修行が足りないようです。 

 



  
＜お客様＞   箕面ＲＣ 片山 秀樹様 

 

＜出席報告＞     岸上 和典出席担当 

 

会員数(内出席免除会員２名)    ２１名 

本日の出席者数(内出席免除会員１名)１３名 

本日の出席率           ６５％ 

前々回(７月１３日)の修正出席率   ８０％ 

 

＜ロータリーソング＞      全会員 

   

  ♪それでこそロータリー♪ 

 

＜ピアノ演奏＞      近藤 美里さん  

 １．ヴェネチアの祈り 

 ２．Smile 

 ３．Candle In The Wind 

  

 

 
＜ファインセッション＞ 

 代理担当藤田会員の軽妙な進行により、￥ １２,４２３のご協力をいただきました。 

 ありがとうございました。 

＜幹事報告＞                            山本 友亮幹事 

 

１．地区大会の案内が参っていますので、全会員のメールホックスに配布致しました。 

本日から８月末まで毎例会登録表を回覧いたします。ご予定が決まられましたら、 

  ご記入をお願いします。 

なお、地区大会は全員登録の地区行事です。多数の皆様のご参加をお願いします。 

 

２．ロータリー囲碁同好会より｢第１６回全国囲碁大会」の案内が参りました。回覧致します。 

 

３．米山奨学会より前会員 小山 富夫様に奨学生カウンセラー感謝状が、新規カウンセラー 

  木下健治会員に委嘱状が届きました。小山前会員への感謝状は会員の皆様にご披露してから、 

ご自宅に送らせていただきます。 

 

４．先週例会後に開催しました臨時理事会において、九州北部豪雨義捐金の要請に対し、 

  一名２,０００円×２１名分 合計￥４２,０００を送金することに決定しました。 

  既に送金済みです。 

 



＜卓 話＞           「ガバナー補佐 振り返り」     

IM 第２組ガバナー補佐 水島 洋 

 前任の新井清様から AG の大任を引き継ぎ、この６月末を持ちましてその任務を終えることができました。 

新井様には AGエレクトの一年間に本当によくご指導を頂きまして、誠にありがとうございました。 

 さて、この 2016～2017 年度の一年間はいろいろな大きな流れがあった年でありますので、私の担当した 

IM 第 2 組の活動等を中心として振り返ってみたいと思います。 

 

① 会員増強について 

各クラブとも関心が高いと思われる会員増強については、ガバナー月信 6 月号の資料によりますと 

第 2660 地区における会員数の増減は 7 月期首会員数から 99 名増加して 3672 名となり 2.8％の増加となって 

います。これには 6/1 にチャーターナイトを迎えられた第 2660 地区 82 クラブ目の大阪水都 RC の 36 名の会員

も含まれています。IM2 組におきましては 12 クラブの内の 7 クラブが 1～2 名の増加となっていますが、5 名の 

退会者がありましたので純増 5 名という結果でした。会員増強も大変だとは思いますが、今後ともご尽力いただ

きますようよろしくお願いします。 

 

② IM 再編成について 

前年度の立野ガバナー年度から提案されていました IM を 8 組から 6 組に再編成する件が、昨年 9 月 24 日の 

決算決議会において決議されました。その結果 2018～2019 年度から新 IM 第 2 組は現 IM 第 6 組の大阪東淀 

ちゃやまち RC,大阪淀川 RC,新大阪 RC の 3 クラブと現 IM 第 2 組 12 クラブの 15 クラブで構成され、約 525 名

の会員数規模になります。この再編成の実施は 2018～2019 年度からですが、少しでも早く親交を深める方が良

いだろうとの思いで、昨年 11 月と本年 5 月開催の IM 第 2 組会長・幹事会に上記 3 クラブと郡 IM 第 6 組 AG

にご出席をお願いしました。今回の IM 再編成が、今後の IM の活性化につながっていくものと期待しています。 

IM ロータリーデーのホストクラブにつきましては従来通りの輪番制で変更はなく、2018～2019 年度以降の 

予定表はガバナー事務所から配布され、現 IM2 組の各クラブについては担当年度の確認は済んでいます。 

ちなみに、千里メイプル RC の次回担当は 2030～2031 年度となっています。 

 

③ ガバナー補佐の立候補制について 

上記決算決議会において 2018～2019 年度の AG には、高槻 RC の松尾様が比較的早い時期に立候補して頂きま

したおかげで、あまり苦労することなく人選をすることができました。厚く御礼申し上げます。 

今年の秋になりましたら 2019～2020 年度のガバナー補佐立候補の受付が始まりますので、各クラブにおかれま

しては、立候補者のご推薦をよろしくお願い致します。 

 

④ 2016 年規定審議会に基づくクラブ細則改定の件 

2016 年規定審議会により、「クラブに柔軟性をもたせる件」等の方向性が示されましたが、IM 第 2 組の各クラ

ブにおいては次のようにクラブ細則の改定がなされました。 

A. いわゆる入会の垣根を低くするという目的で入会金の徴収を廃止したクラブが 2 クラブありました。 

B. その週に休日がある例会日を休会とするクラブが 1 クラブありました。 

C. その他、3 クラブにおいては 2017～2018 年度に引き継いで改定を検討中ということで、よりよいクラブ 

運営のためのご努力をしていただいております。 



  

＜SAA 報告＞                              木下 𠮷宏会員 

※スマイルボックス 

松田会員    先週欠席のお詫び。 

黒川会員    暑いですね！！ 

西本(明)会員   コメントなし 

 

※ロータリー財団 

黒川会員    汗だらけ。 

松田会員    G 補佐の苦労話 楽しみです。 

藤田会員    水島会員 卓話楽しみです。ゴルフコンペ シニア優勝おめでとうございました。 

相原会員    コメントなし 

水島会員    本日卓話です。よろしくお願いします。 

 

※米山記念奨学会 

松田会員    木下(𠮷)さん、先週はご迷惑をお掛けしました。 

黒川会員    夏カゼに注意。 

西本(明)会員   コメントなし 

 

※メイプル基金 

水本会員    弱すぎる！！ 

山本友会員   水島さん、本日はよろしくお願い致します。 

黒川会員    夏、真最中！！ 

西本(明)会員    暑い日が続きます。  

村田会員    水島会員一年間本当にお疲れ様でした。今日の卓話楽しみです。 

藤田会員    本日ファインセッション代理です。よろしくお願いします！！ 

 

※ラオス基金 

黒川会員    ラオスに行こう！！ 

藤田会員    暑さ続いています。 

木下(健)会員  水島会員 卓話楽しみです。  

村田会員     雨が降ってきました。 

 

・・・－・・・－・・・－・・・－・・・－・・・－・・・－・・・－・・・－・・・－・・・ 

＜編集後記・追加情報・チョット一言・ライブラリー・etc.＞ 

久々の会報担当でしたが、フォーマットを種々改善して頂いたおかげで、比較的スムーズに 

作成することができました。ありがとうございました。 

＜文責  水島 洋＞ 

                          


